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本試験は、選抜する目的ではなくメンバーの意識、能力向上の機会として実施するものです。

現場に出れば捜索作業でチームを動かす作業も担うリーダーシップも求められるため、冷静沈
着、俯瞰的な行動、判断ができるように多くの経験を積む機会としての位置付けています。

DRDNの出動観点から犬の適性とは区別して出動する人（サポーター並びにハンドラー）が現
場活動で必要になる知識、装備、能力、経験等に関しての実務上の最低限の適性度、対応力を
審査するものです。

現場活動に必要な項目であるため、災害救助犬の捜索犬認定審査を受験するためにはハンド
ラーとして合格していなければなりません。

また、サポーターとして出動する人も受験、合格する必要があります。

随時受験できるように訓練会において開催し、出動部、SAR部で審査するようにします。

試験とすることの趣旨



出動のシステムイメージ

災害現場では、組織の枠を超えて協力し災
害救助犬チームで連携する意向です。
その中でチームとして動けるように編成し、
機能的な作業ができるようにしたい。
この構想を実現するには訓練をしなければ
現場では機能しないことも経験しています。



装備

チェックリストは参考としてください。
訓練、出動の度に持参するものを通知することは
ありません。指定する場合は、事前に通知します。
特に個人装備は経験が浅ければ不安なので荷物が
増えることは当然ですが、経験とともに要領がわ
かってくると思いますので、訓練を通じて経験し
て習得してもらうしかないように思います。
また、共同装備については運営側、出動部で手配
しますが、現場での運用に関しては協力をお願い
します。
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無線

無線交信は出動ではアマチュア無線を使用しま
す。そのため免許が必要になってきます。
試験では、特定小電力無線機を使用しますが、
出力の差による交信距離以外には操作、交信要
領は同じです。
テキストで覚えるよりも実戦で経験することが
上達の近道だと思いますので、失敗（電池消耗、
電波圏外）を恐れず実際に経験しなければ、準
備や訓練の重要性を会得できないと考え、その
ための実践機会として試験に取り入れています。



ロープワーク

自己安全が図るロープワークを会得しておいて
もらいたいと思います。
これらを会得するのは日々の訓練です。
個々の結び方をわかりやすく解説したYoutube
や冊子は多く出されていますので各自の努力を
期待します。
個々の結び方の目的、活用の場面は実働訓練会
で行います。
単に結び方だけでなく、想定される現場で使用
して経験することも訓練会で行います。



審査規定

同一の環境での
審査ができない
ので、どのよう
な場面でも臨機
応変に対処（で
きなくても努力
はしてもらいた
い）できるか、
という視点で評
価しています。



評価ポイント

審査評価票ではすべて普通では６０点で合格ラ
インに届きません。しかし、そのことをもって
合否を決めているわけではありません。普段の
活動状況、仲間からの信頼、訓練の向き合い方、
進捗度なども加味して評価としています。
また、点数だけでなくその評価項目の中で重要
な項目においての評価によって、現場の役割を
担える範囲分類を行っています。
私たちは協同しあう仲間であり、得手不得手が
あります。そこを補い合うことも現場では求め
られます。
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